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資 料
◎司法法規整備二關スル意見
昭和十二年十月十五日附長島司法次官ノ書翰ヲ以テ、司法省ヨリ現行司
法法規ノ整備二關スル具健案提示方ヲ當法學部長宛二照會シ來ツタ。當法
學部ハ直チニ教授、助致授、講師二封シ各自ノ意見ノ提示ヲ求メ、更二十
二月十八日午後二時ヨリ大隈會館二於テ協議ヲ重ネタル結果、下記ノ如ク
答申意見ヲ決定シ、司法省宛同答ヲ焚シタ。
出席者　寺尾元彦氏、遊佐慶夫氏、中村宗雄氏、高井忠夫氏、外岡茂十
郎氏、大濱信泉氏、中村彌三次氏、長揚正利氏、金澤理康氏、江家義男氏
野村李爾氏、和田小次郎氏、黒板駿策氏、一叉正雄氏、（一又正雄記）
司法法規整備晶關スル答申
第一　民法総則拉二財産法（商法關係ヲ含ム）
一　戦時二於テハ、事情ニヨリ失踪者ヲモ死亡者ト倣スヘキ規定ヲ設クル
　コト。又失踪者二封シテ、保瞼金ヲ支梯ハサル旨ノ約款ヲ無敷トスル旨
ノ規定ヲ設クルコ1・。
二　民法第三四條及第三五條ノ規定ヲ適當二改正シ、公釜ヲ目的トセサル
非螢利法人ニモ民法ノ規定ヲ適用シ得ルコト・爲スコト。
三　除斥期間ノ定メアル椹利二付キ、相手方力未成年者又ハ禁治産者ニシ
テ法定代理人ノ存セサルトキハ、其ノ者力成年者トナリ又ハ法定代理人
力就職シタルトキヨリー定期間内、當該樺利ハ浩滅セサル旨ノ規定ヲ設
　クルコト（民法第一五八條参照）。循ホ相績人ノ確定セサル場合モ之二準
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ス（民法第百六十條参照）。
四　現行法規二於テハ、権利ノ除斥期間概シテ短キニ失ス。殊二商法二於
テ然り（例ヘハ商法第三三、六〇、一五四、一七五條等、特二保瞼契約
二付キ第三九九條ノニ、四二九條）。適當二期間ヲ伸長スル必要アリ。
五　家族共同ノ利盆ノ爲メ生シタル債務、例之家屋賃料及ヒ生活必需品二
關スル債務ノ如キニ付テハ、牧入アル家族ヲシテ適當二分捲セシムルカ
如キ規定ヲ設クヘシ。
理由　家族ハーノ協同艦ニシテ、共産的経濟生活ヲ螢ムヲ常態トス。故
　二少クトモ共同ノ佳居及ヒ生活必需晶二付テハ、封外的二之ヲー艦ト
　シテ取扱ヒ、連帯責任ヲ負ハシムルコトカ、杜會ノ實情二適スルト同
　時二我國ノ淳風ニモ適ス。
六　商法第四一六條第一項ノ第三者ノウチヨリ、被保瞼者又ハ保瞼契約者
ノ同居ノ家族ヲ除外スルコト。但シ同居ノ家族二悪意アル場合ハ此ノ限
　リニ非ス。
理由　同居ノ家族二封スル権利二付キ保瞼者ノ代位ヲ認ムルコトハ、家
　族協同禮ノ精神二反ス（佛國保瞼法第三六條・凋逸保瞼法第六七條、
　懊太利保瞼契約法第六二條・瑞西保瞼契約法第七二條・中華民國保瞼
　契約法第四五條参照）。
七　商法第五五八條二依ル船長ノ責任ヲ第二次的ナラシムルコト。
理由　船長ハ自ラ企業ヲ螢ムモノニ非サルカ故二、之レニ船舶所有者等
　ト同列ニテ責任ヲ負ハシムルハ酷ナリ。須ラク其ノ責任ヲ第二次的ナ
　ラシムルヲ可トス○
第二人　事　法
一　無能力者ノ爲メノ親族會構成二付キ、公示制度ヲ設クヘシ（戸籍法第
一八條第一三號ヲ改正シ、戸籍ノ記載事項ト爲スコト）Q
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＝　後見監督人ノ公示制度ヲ設クヘシ（戸籍法第一八條第一三號ノ中二夫
レニ關スルー項ヲ新タニ挿入スルコト前同断）。
三　父ノ死亡後二於テモ父子關係ノ確定ヲ認ムル規定ヲ設クルコト、二
四　親族會ノ決議二封スル不服ノ訴二於ケル被告タルヘキ親族會員全員死
亡ノ揚合二付キ規定ヲ訣ク。便宜、槍事其ノ他ノ者（例ヘハ選任セラレ
タル辮護士）カ、其ノ相手方トナリ得ル旨ノ規定ヲ設クヘシ。
五　入夫ノ固有財産（債務ヲ含ム）ハ家督相績ノ客髄トナラサル旨ノ規定
ヲ設クヘシ。
六　他家相績二關シ適當ノ規定ヲ設クルコト。
七　民法第九八九條第二項二養子縁組ノ取消ソ場合ノ規定ヲ追加スルコト
八　相績財産破産ノ場合二付キ、破産法ト相績法ノ規定ヲ適當二調和セシ
ムヘシ○
第三　裁判所構成法拉二關係法規
一　現在、大學令二於テ官私立大學ノ間二何等ノ匪別ヲ設ケサルニ拘ラス、
裁判所構成法第六五條、第六九條、第七〇條等二於テ、判槍事ノ任用資
格ヲ帝國大學法科教授二限定シタルハ不當ナリ。此ノ旺別ヲ撤駿スヘク
法規ヲ改正スルコト。
二　現在ノ庭、僻遠ノ地二於ケル少額事件二就テハ、裁到所力遠隔ノ地ニ
アル關係上、殆ント司法裁判所ノ樺利保護ヲ求メ得サル實情ニアリ。須
ラク巡同裁判ノ制度ヲ設ケ、此ノ訣陥ヲ除却スヘシ・
三　現在ノ如ク、辮護士ノ懲戒ヲ判事懲戒法ノ規定二擦ラシムルハ不當ナ
　リ。辮護士會二懲戒訴追擢ヲ與フルト同時二、懲戒裁判所ノ構成二鼎護
士ヲモ加フル様規定ヲ改ムル必要アリ。
四　辮護士職ハ、退職官吏若クハ他ノ職業、業務二行キ詰レル者ノ逃避場
二非サルヲ以テ、辮護士試補ヲ経サル傍系ヨリノ登録二封シテハ、之ヲ
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限定スノLノ規定ヲ設クヘシQ
五現在ノ鼎護土試補二付キ修習ノ全期間二亙リ牧入ノ途ヲ絶チタルハ、
司法官試補二鞠比シ、甚シク擢衡ヲ失スルノミナラス、司法省力辮護士
試補ノ修習二全ク關知セサル結果トシテ、司法官試補ト辮護士試補トノ
間二其ノ修習二付キ何等ノ制度的關聯ナキコト・ナリ、從ツテ相互ノ理
解融和ヲ訣クノ因トモナリ、敦レニセヨ好マシキ制度二非ス。須ラクー
ケ年孚ノ修習期間中、最初孚ケ年間ハ雨者ヲ共通二指導教育シ、此ノ間
ハ國庫二於テ李等ナル給與ヲナスト同時二、淺鯨…ケ年間、辮護士試補
ハ今日ノ如ク辮護士會二於テ修習ヲ受クルモ、其ノ牧入ノ途ヲ得セシム
ヘク、所属事務所ノ辮護士ト共同ニテ事件ヲ澹任シ得ルモノト爲スヘキ
コトヲ提議ス。
六　司法科試験ハ、司法権ノ行使二参與スヘキ在朝在野ノ法律家ノ爲メノ
登龍門ナルヲ以テ、試験委員ヲ廣ク司法省關係者以外、殊二民間二之レ
ヲ求ムル様規定ノ上ニテモ明白ニセラレタシ。
第四訴　訟　法
一　民事訴訟法中、準備手績二關スル規定ヲ改正シ、準備手績ノ爲メ、裁
判長級ノ係判事ヲ設クルト同時二、準備手績二於テモ、必要ナル程度二
於テ謹篠調ヲ爲シ得ルモノト爲スノ要アリ。
二　現在ノ裁判ハ、匿裁判所ヲ除クノ外合議制二依ルモ、其ノ實多クハ裁
判長若クハ主任判事ノ意見二、他ノ判事力附和スルノ現歌ニアルニ非サ
ルカ。宜シク各判事ノ責任ヲ明ラカニスルカ爲メニ・民事判決理由中二
到事ノ氏名ヲ掲ケ、少数説ヲモ記載セシムルノ規定ヲ設クヘシ。斯クス
ル事二依リ・却ツテ合議ノ實ヲ塁ケ得ヘキモノト信ス〇
三　現在二於テ、判決二關シ費ス庭ノ判事ノ精力ノ大部分ハ、判決文ノ作
成二漕費セラレ、裁制二最モ重要ノ意義ヲ有ツ事實認定安當ト云フコト
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　カ、寧・從クル地位二置カレツ・アルノ感ナキ能ハス。而シテ判決文
　中、其ノ理由昌就テハ當事者ノ最モ詳細二知ラントスル庭ニシテ、此ノ
　黙二關シテハ判決文中充分ナル記載ヲ要スルコト言ヲ侯タサルモ、事實
　摘示ノ如キハ規定ヲ改メ其ノ要領ノ記載ヲ以テ足レリト爲シ、此ノ方面
　二於ヶル精力ノ浪費ヲ避クルト同時二、事實摘示ノ完壁ヲ期スルカ爲メ
　ニ事實認定ヲ動カスカ如キ弊ナカラシムヘシ。
四　刑事訴訟法中二新二規定ヲ設ケ、検事廷拉二豫審廷二於ケル辮護士ノ
　審理立會椹ヲ確立スヘシ。
